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参考資料６ ファイル共有システム利用統計（2016 年 4 月～2016 年 9 月） 
(1) 全学ファイル共有システム( 6 月まで https://storage.iii.kyushu-u.ac.jp/  

        7 月以降 https://share.iii.kyushu-u.ac.jp/ ) 

月 利用者 
延べ 

利用者 

ダウンロード アップロード 受取フォルダ ディスク 

回数 量(MB) 回数 量(MB) 作成数 upload数 使用量(MB) 使用率 

4 347 560 7,097 32,563 6,953 18,182 7 2 30,249 2% 

5 627 1,353 18,611 91,073 11,473 36,526 14 18 62,506 4% 

6 959 2,403 44,672 211,236 22,377 76,852 30 202 80,285 5% 

7 1,530 4,034 86,799 409,031 37,802 142,149 44 512 172,878 11% 

8 1,156 3,141 64,534 320,548 24,563 108,941 42 346 175,543 11% 

9 1,204 3,330 68,719 383,063 26,711 112,392 32 177 194,239 12% 

10 1,232 3,656 62,808 328,754 25,758 113,213 38 433 187,022 12% 

11 1,180 3,555 70,220 417,717 34,721 138,954 28 416 192,495 12% 

12 1,263 3,554 88,247 397,794 30,125 146,301 66 521 183,645 11% 

1 1,222 3,700 61,751 317,573 27,399 120,362 61 598 200,859 12% 

2 1,352 4,243 75,573 420,184 41,217 151,673 39 766 212,210 13% 

3 1,302 4,275 89,292 458,379 43,493 146,919 68 330 235,953 14% 

 
(2) 職員用ファイル共有システム ( https://archive.iii.kyushu-u.ac.jp/ ) 

月 利用者 
延べ 

利用者 

ダウンロード アップロード 受取フォルダ ディスク 

回数 量(MB) 回数 量(MB) 作成数 upload数 使用量(MB) 使用率 

4 979 5,041 619,016 1,022,477 257,205 572,257 54 447 2,300,000 5% 

5 883 4,881 435,048 1,020,479 198,376 573,147 46 3,134 2,436,494 5% 

6 904 5,062 627,488 1,108,984 199,546 628,078 52 986 2,505,820 5% 

7 994 5,462 452,848 817,515 219,583 580,097 52 1,621 2,615,221 6% 

8 906 5,103 551,910 680,162 388,087 512,331 42 579 2,610,976 6% 

9 958 5,222 363,403 876,933 160,553 504,360 41 13,523 2,776,698 6% 

10 990 5,879 459,417 1,135,798 226,319 592,789 42 1,598 2,922,459 6% 

11 979 5,737 424,324 929,285 230,128 556,688 43 2,778 3,021,304 6% 

12 990 5,539 941,521 969,367 919,469 560,182 40 867 3,072,033 6% 

1 1,046 5,794 621,302 2,070,277 241,153 1,636,836 57 604 3,271,583 7% 

2 1,109 6,424 990,665 1,702,898 645,427 1,285,731 63 1,406 3,546,510 7% 

3 1,212 7,443 576,999 1,891,109 242,016 1,182,430 92 2,542 3,760,626 8% 

 

ISMS 運用事業 

 

 

 

17.1 情報統括本部における ISMS の継続的な運用 

（１） 平成 28 年度に計画した ISMS のイベントについて，次のように実施した。 

(ア)リスク及び機会に対処する活動計画表の作成 

 平成 29 年度リスク及び機会に対処する活動計画表を作成し，内部状況の対処す

べき事項としてパブリッククラウドの活用を追加した。 

 

(イ)内部監査員養成研修の実施 

 内部監査員養成研修を実施し，新たに 6名が内部監査員有資格者として追加され

た。なお，ISMS の普及促進の一環として，九州大学病院の職員 3名も対象として同

研修を実施している。（開催日：平成 28 年 8 月 29 日） 

 

(ウ)全体説明会の実施 

ISMS 適用範囲構成員に対し，ISMS マニュアルを中心とした ISMS 関連文書の変更

点について説明を行った。（開催日：平成 28 年 8 月 19 日，8月 25 日） 

 

(エ)リスクアセスメントの実施 

 リスクアセスメントを実施し，情報資産一覧表，情報サービス一覧，情報サービ

ス間連携状況一覧，情報資産価値評価一覧表の更新を行った。その結果に基づき，

情報資産リスク識別表を作成し，情報セキュリティリスク受容基準値を超えた資産

を特定した。 

 

(オ)リスク対応計画策定 

 リスクアセスメントの結果を受け，情報セキュリティリスク受容基準値を超えた

情報資産 4件及び，平成 28 年度の試行として基準値は超えていないが当該事業室

で改善が必要と判断した情報資産 1件（図書館連携事業室）に対し,関係事業室等

でリスク対応計画を策定した。 

 

(カ)内部監査の実施 

 事業室ごとに，内部監査員による監査を行い，監査報告書及び発見事項報告書

（改善が必要な事項の報告）がまとめられ，それらを基に，課題の解決策を立案・

実施した。 

 

（２） 課題の継続的な検討，改善 

(ア)課題の進捗状況 

 第三者認証機関による継続審査，内部監査，マネジメントレビューでの指摘事項や
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課題について，継続して検討を行い，94 課題（平成 27 年度からの継続課題を含

む。）のうち 74 課題の解決策を策定し実施した。 

 

（３） ISMS 文書見直し 

以下の ISMS 文書の見直しを実施した。 

 ・ISMS マニュアル 

 ・組織のセキュリティに関する規程 

 ・守秘義務に関する条項 

 ・情報の分類、媒体の扱い及び情報の転送に関する規程・規範 

 ・事業従事者に関する規程 

 ・物理的セキュリティ管理に関する規程・規範 

 ・装置のセキュリティ管理に関する規程・規範 

 ・マルウェアからの保護に関する規程・規範 

 ・アクセス制御に関する規程・規範 

 ・システムの開発及び保守に関する規程・規範 

 ・情報セキュリティ管理継続計画に関する規程・規範 

 ・適合性に関する規程・規範 

  

（４） 第三者認証機関による継続審査 

平成 29 年 2 月に第三者認証機関による継続審査及び移転審査を受審し，認証登録が継

続された。受審の結果，不適合事項はなく，Good Point が 2 件，改善の機会（推奨事項）

が 5件あげられた。また，本審査により主たる事業所が伊都キャンパスに変更となった。 

 

17.2 九州大学内での ISMS の普及促進 

内部監査員養成研修において，九州大学病院の職員 3名に対し内部監査員養成研修を

実施した。 

また，九州大学病院の放射線部における内部監査に協力した。（実施日 平成 28 年 12

月 16 日） 

 

17.3 情報セキュリティ対策基本計画について 

 「国立大学法人等における情報セキュリティ強化について（通知）」（平成 28 年 6 月

29 日 ２８文科高第３６５号）を受けて策定している情報セキュリティ対策基本計画の

うち、次の二つの基本計画の実現に向け，以下のとおり実施した。 

 

（１） 情報セキュリティポリシーや関連規程の組織への浸透 

(ア)情報の格付け及び取扱制限に関する規程の制定 

 情報の格付け及び取扱制限に関する規程を制定した。（平成 29 年 3 月 31 日制

定） 

(イ)セキュリティポリシーや関連規程、情報セキュリティに関連する情報の周知 
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 事業室ごとに，内部監査員による監査を行い，監査報告書及び発見事項報告書

（改善が必要な事項の報告）がまとめられ，それらを基に，課題の解決策を立案・

実施した。 

 

（２） 課題の継続的な検討，改善 

(ア)課題の進捗状況 
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（4）第三者認証機関による継続審査

17.2　九州大学内での ISMS の普及促進

17.3　情報セキュリティ対策基本計画について

 本学の公式ホームページの九州大学構成員向けサイトに情報セキュリティに関

する Web ページを作成した。 

(ウ)個人情報等の重要情報を扱う機会の多い学務、診療、財務系の各部門における情報

の取扱規則、業務の実施手順書等の策定 

 情報の格付け等に応じて情報を取り扱う際のガイドライン案を作成し，平成 29

年 3 月 29 日開催の情報統括本部運営会議にて議決された。 

 学務及び財務系の担当者と検討を行い，各部署において個別の取扱手順を策定

した。 

 

（２） 情報セキュリティ対策に係る自己点検・監査の実施 

(ア)自己点検・監査に関する全学共通規程の制定 

 情報セキュリティ対策の自己点検要項及び情報セキュリティ監査要項を制定し

た。（平成 29 年 3 月 31 日制定） 

(イ)情報統括本部における情報セキュリティ対策に係る自己点検の試行 

 情報統括本部内にて情報セキュリティ対策に係る自己点検の試行を実施した。

（期間：平成 29 年 3 月 13 日～3月 17 日） 

(ウ)情報統括本部及び病院の特定の部署における内部監査の実施 

 項番１．（１）．（カ）のとおり，情報統括本部内で ISMS 内部監査を実施した。

また項番２．のとおり，病院放射線部の内部監査を実施した。 

(エ)事務局への ISMS 導入に向けた規定等の整備と試行の実施 

 ISMS の事務局への拡大に向けて，学務部を対象に新任者研修を実施し，情報資

産一覧表及び情報資産価値一覧表の作成を支援した。 

課題について，継続して検討を行い，94 課題（平成 27 年度からの継続課題を含

む。）のうち 74 課題の解決策を策定し実施した。 

 

（３） ISMS 文書見直し 

以下の ISMS 文書の見直しを実施した。 

 ・ISMS マニュアル 

 ・組織のセキュリティに関する規程 

 ・守秘義務に関する条項 

 ・情報の分類、媒体の扱い及び情報の転送に関する規程・規範 

 ・事業従事者に関する規程 

 ・物理的セキュリティ管理に関する規程・規範 

 ・装置のセキュリティ管理に関する規程・規範 

 ・マルウェアからの保護に関する規程・規範 

 ・アクセス制御に関する規程・規範 

 ・システムの開発及び保守に関する規程・規範 

 ・情報セキュリティ管理継続計画に関する規程・規範 

 ・適合性に関する規程・規範 

  

（４） 第三者認証機関による継続審査 

平成 29 年 2 月に第三者認証機関による継続審査及び移転審査を受審し，認証登録が継

続された。受審の結果，不適合事項はなく，Good Point が 2 件，改善の機会（推奨事項）

が 5件あげられた。また，本審査により主たる事業所が伊都キャンパスに変更となった。 

 

17.2 九州大学内での ISMS の普及促進 

内部監査員養成研修において，九州大学病院の職員 3名に対し内部監査員養成研修を

実施した。 

また，九州大学病院の放射線部における内部監査に協力した。（実施日 平成 28 年 12

月 16 日） 

 

17.3 情報セキュリティ対策基本計画について 

 「国立大学法人等における情報セキュリティ強化について（通知）」（平成 28 年 6 月

29 日 ２８文科高第３６５号）を受けて策定している情報セキュリティ対策基本計画の

うち、次の二つの基本計画の実現に向け，以下のとおり実施した。 

 

（１） 情報セキュリティポリシーや関連規程の組織への浸透 

(ア)情報の格付け及び取扱制限に関する規程の制定 

 情報の格付け及び取扱制限に関する規程を制定した。（平成 29 年 3 月 31 日制

定） 

(イ)セキュリティポリシーや関連規程、情報セキュリティに関連する情報の周知 
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課題について，継続して検討を行い，94 課題（平成 27 年度からの継続課題を含
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 ・適合性に関する規程・規範 

  

（４） 第三者認証機関による継続審査 

平成 29 年 2 月に第三者認証機関による継続審査及び移転審査を受審し，認証登録が継

続された。受審の結果，不適合事項はなく，Good Point が 2 件，改善の機会（推奨事項）

が 5件あげられた。また，本審査により主たる事業所が伊都キャンパスに変更となった。 

 

17.2 九州大学内での ISMS の普及促進 

内部監査員養成研修において，九州大学病院の職員 3名に対し内部監査員養成研修を

実施した。 

また，九州大学病院の放射線部における内部監査に協力した。（実施日 平成 28 年 12

月 16 日） 

 

17.3 情報セキュリティ対策基本計画について 

 「国立大学法人等における情報セキュリティ強化について（通知）」（平成 28 年 6 月
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(ア)情報の格付け及び取扱制限に関する規程の制定 
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定） 
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ISMS 適用範囲構成員に対し，ISMS マニュアルを中心とした ISMS 関連文書の変更
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（改善が必要な事項の報告）がまとめられ，それらを基に，課題の解決策を立案・

実施した。 

 

（２） 課題の継続的な検討，改善 

(ア)課題の進捗状況 

 第三者認証機関による継続審査，内部監査，マネジメントレビューでの指摘事項や

 本学の公式ホームページの九州大学構成員向けサイトに情報セキュリティに関

する Web ページを作成した。 

(ウ)個人情報等の重要情報を扱う機会の多い学務、診療、財務系の各部門における情報

の取扱規則、業務の実施手順書等の策定 

 情報の格付け等に応じて情報を取り扱う際のガイドライン案を作成し，平成 29

年 3 月 29 日開催の情報統括本部運営会議にて議決された。 

 学務及び財務系の担当者と検討を行い，各部署において個別の取扱手順を策定

した。 

 

（２） 情報セキュリティ対策に係る自己点検・監査の実施 

(ア)自己点検・監査に関する全学共通規程の制定 

 情報セキュリティ対策の自己点検要項及び情報セキュリティ監査要項を制定し

た。（平成 29 年 3 月 31 日制定） 

(イ)情報統括本部における情報セキュリティ対策に係る自己点検の試行 

 情報統括本部内にて情報セキュリティ対策に係る自己点検の試行を実施した。

（期間：平成 29 年 3 月 13 日～3月 17 日） 

(ウ)情報統括本部及び病院の特定の部署における内部監査の実施 

 項番１．（１）．（カ）のとおり，情報統括本部内で ISMS 内部監査を実施した。

また項番２．のとおり，病院放射線部の内部監査を実施した。 

(エ)事務局への ISMS 導入に向けた規定等の整備と試行の実施 

 ISMS の事務局への拡大に向けて，学務部を対象に新任者研修を実施し，情報資

産一覧表及び情報資産価値一覧表の作成を支援した。 

課題について，継続して検討を行い，94 課題（平成 27 年度からの継続課題を含

む。）のうち 74 課題の解決策を策定し実施した。 

 

（３） ISMS 文書見直し 

以下の ISMS 文書の見直しを実施した。 

 ・ISMS マニュアル 

 ・組織のセキュリティに関する規程 

 ・守秘義務に関する条項 

 ・情報の分類、媒体の扱い及び情報の転送に関する規程・規範 

 ・事業従事者に関する規程 

 ・物理的セキュリティ管理に関する規程・規範 

 ・装置のセキュリティ管理に関する規程・規範 

 ・マルウェアからの保護に関する規程・規範 

 ・アクセス制御に関する規程・規範 

 ・システムの開発及び保守に関する規程・規範 

 ・情報セキュリティ管理継続計画に関する規程・規範 

 ・適合性に関する規程・規範 

  

（４） 第三者認証機関による継続審査 

平成 29 年 2 月に第三者認証機関による継続審査及び移転審査を受審し，認証登録が継

続された。受審の結果，不適合事項はなく，Good Point が 2 件，改善の機会（推奨事項）

が 5件あげられた。また，本審査により主たる事業所が伊都キャンパスに変更となった。 

 

17.2 九州大学内での ISMS の普及促進 

内部監査員養成研修において，九州大学病院の職員 3名に対し内部監査員養成研修を

実施した。 

また，九州大学病院の放射線部における内部監査に協力した。（実施日 平成 28 年 12

月 16 日） 

 

17.3 情報セキュリティ対策基本計画について 

 「国立大学法人等における情報セキュリティ強化について（通知）」（平成 28 年 6 月

29 日 ２８文科高第３６５号）を受けて策定している情報セキュリティ対策基本計画の

うち、次の二つの基本計画の実現に向け，以下のとおり実施した。 

 

（１） 情報セキュリティポリシーや関連規程の組織への浸透 

(ア)情報の格付け及び取扱制限に関する規程の制定 

 情報の格付け及び取扱制限に関する規程を制定した。（平成 29 年 3 月 31 日制

定） 

(イ)セキュリティポリシーや関連規程、情報セキュリティに関連する情報の周知 

（2）情報セキュリティ対策に係る自己点検・監査の実施

（1）情報セキュリティポリシーや関連規程の組織への浸透
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